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１．釧路根室地域の課題
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○地域の農水産業を支える輸送経路の速達性・安全性の向上
○地域の暮らしを支える高次医療施設への速達性・安定性の向上
○災害発生時の避難・復旧活動を支える道路の機能確保
○観光促進に向けた観光ルートにおける周遊性の向上

３．政策目標

北海道横断自動車道（別保～尾幌）における計画段階評価

図11 当該区間の通行止め発生リスク箇所

②通行止め発生リスク箇所が多数存在
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①交差点部や縦断隘路区間の速達性、安定性、安全性の低下

・ 救急搬送時に血圧変動を

生じさせる横加速度の大き

なカーブが連続し、搬送に

支障。 （図９）

・国道４４号は地域の主要物

流基幹ルートであるが、当該

区間は事故危険区間に指定

されており、貨物車事故割合

が約４割と高く、大型車との

衝突が重大事故につながり

やすいと推察。

（図９、10 、写真４）

図９ 国道44号の現道課題
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※救急搬送80km/h走行時に生じる横加速度を曲線半径から算出

写真４ 貨物車事故状況
(H27.8)

写真３ 縦断隘路での
速度低下(H15.2)

図10 当該区間の車種別事故割合
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②高次医療施設への速達性・走行性

・釧路根室地域は、今後30年以内の大規

模地震発生確率が高い地域であり、過

去の地震による被害や過去の大雨によ

る土砂災害により、国道44号が被災し通

行止めが発生。また、国道44号には、尾

幌川の洪水浸水想定区域や地吹雪発

生区間が存在。（図５、11、写真１）

・近年、暴風雪による国道44号通行止め

が増加傾向であり、災害時における道

路機能の確保が課題。（図６、写真２）

・釧路根室地域の医療の中心は、第３次

救急医療機関を有する釧路市であり、

周辺自治体からの救急搬送は約600件

で推移しているが、第３次救急医療圏カ

バー面積は全国で最も広い。（図３、４）

・救急搬送時の速達性の向上や振動や

揺れに伴う患者への負担軽減が課題。
資料： 搬送件数：釧路開発建設部 カバー面積：令和6年全国都道府県市町村別面積調（国土地理院）

全国救命救急センター設置状況R5.12現在(日本救急医学会)

・釧路根室地域は、豊かな自然環境を

活かした水のカムイ観光圏や観光立

国ショーケースの認定などに取組、観

光入込客数が増加傾向であるが、根

室地域は、横ばいで推移しておりアク

セス性に課題。 （図７、８）

図5 30年以内に震度6弱以上の
揺れに見舞われる確率分布

資料：全国地震動予測地図2024年NIED作成版

①生産空間を支える物流ルートの速達性・安全性

く し ろ ね む ろ

・釧路根室地域は、さんまや生乳等の農水

産品で全国トップの生産量を誇る、日本の

食を支える生産空間。（図1）

・物流拠点である釧路港や釧路空港への

輸送経路で速度低下や貨物車の重大事

故が全道国道の４倍と高く、速達性・安全

性に課題。（図２）

③災害時における信頼性の高い道路機能の確保

釧路根室は北海道内で最も
地震発生確率が高い地域

写真2
地吹雪発生状況

(H29.12)

写真1
国道の被害状況

（H15十勝沖地震）

図３ 釧路市への救急搬送（R5）と搬送件数の推移
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図２ 貨物車の重大事故割合
資料：ITARDA（H25～R4）
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図7 釧路根室地域の主要観光拠点と観光ルート
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図4 第3次救急医療施設
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・ 別保～尾幌間では、市街地、交

差点部およびカーブ連続かつ

急勾配区間で速度低下が発

生。また、市街地では急ブレー

キも多発。（図９、写真３）

２．原因分析

北海道横断自動車道（別保～尾幌）における計画段階評価
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資料：釧路開発建設部
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・別保～尾幌間では、土砂災害危険箇所や地吹雪発生区間、十勝沖地震等による路面陥没箇所、別

保川・尾幌川の洪水浸水域などの大規模災害時に通行止めが懸念される箇所が多数存在。（図11）

十勝沖地震の
路面陥没
(H15.9)

あ い ろ

図8 十勝釧路根室地域の
観光入込客数推移

資料：北海道観光入込客数調査報告書
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対策案の考え方

【案①）別線南側ルート 【案②】 別線北側ルート 【案③】 別線南側・一部現道改良南側ルート

自然環境配慮範囲や洪水浸水想定範囲等の課題箇所を平面及び縦断で回避

しつつ、別保から尾幌間を南側で連絡する最短ルート
自然環境配慮範囲や洪水浸水想定範囲等の課題箇所を平面及び縦断で回避し
つつ、別保から尾幌間を北側で連絡する別線整備ルート

自然環境配慮範囲や洪水浸水想定範囲等の課題箇所を平面及び縦断で回避しつつ、
一部、現道の縦断勾配隘路区間などの課題箇所の局所的な改良を行い、別保から尾
幌間を南側で連絡するルート

区間延長 約21km（自動車専用道路） 約22km（自動車専用道路） 約23km（自動車専用道路＋現道改良）

政
策
目
標

地域の農水産業を支える輸
送経路の速達性・ 安全性
の向上

輸送時の速達性
・根室市から釧路空港への輸送時間短縮効果が大きい
（整備前127分→整備後120分、７分短縮）

◎
・根室市から釧路空港への輸送時間短縮効果が比較的大きい
（整備前127分→整備後121分、６分短縮）

○
・根室市から釧路空港への輸送時間短縮が他案に比べ劣る
（整備前127分→整備後123分、４分短縮）

△

輸送時の安定性
・市街地や縦断勾配隘路区間の回避
（市街地 現況：１箇所→整備後：０箇所）
（縦断勾配隘路区間 現況：２区間→整備後：０箇所）

◎
・市街地や縦断勾配隘路区間の回避
（市街地 現況：１箇所→整備後：０箇所）
（縦断勾配隘路区間 現況：２区間→整備後：０箇所）

◎
・別線整備と現道の局所改良で、市街地や縦断勾配隘路区間を解消 （市街地
現況：１箇所→整備後：０箇所）
（縦断勾配隘路区間 現況：２区間→整備後：０箇所）

◎

輸送時の安全性
・事故危険区間や貨物車事故が多発する箇所の回避
（事故危険区間 現況：３箇所→整備後：０箇所）
（貨物車事故多発箇所 現況：２箇所→整備後：０箇所）

◎
・事故危険区間や貨物車事故が多発する箇所の回避
（事故危険区間 現況：３箇所→整備後：０箇所）
（貨物車事故多発箇所 現況：２箇所→整備後：０箇所）

◎

・別線整備と現道の局所改良で、事故危険区間や貨物車事故が多発する箇所の
解消
（事故危険区間 現況：３箇所→整備後：０箇所）
（貨物車事故多発箇所 現況：２箇所→整備後：０箇所）

◎

地域の暮らしを支える高次
医療施設への速達性・安定
性の向上

高次医療施設への
速達性向上

・市立根室病院から釧路市の高次医療施設（釧路市立病院）までの搬送時
間短縮効果が大きい
（現況114分→107分 ７分短縮）

◎
・市立根室病院から釧路市の高次医療施設（釧路市立病院）までの搬送時間
短縮効果が比較的大きい
（現況114分→108分 ６分短縮）

○
・現道を部分的に活用するため、市立根室病院から釧路市の高次医療施設（釧路
市立病院）までの搬送時間短縮効果が他案に比べて劣る （現況114分→110
分 ４分短縮）

△

救急搬送の
安定性向上

・搬送時の揺れを招くカーブ区間や市街地を回避
（カーブ区間 現況：５箇所→整備後：０箇所）
（市街地 現況：１箇所→整備後：０箇所）

◎
・搬送時の揺れを招くカーブ区間や市街地を回避
（カーブ区間 現況：５箇所→整備後：０箇所）
（市街地 現況：１箇所→整備後：０箇所）

◎
・別線整備と現道の局所改良で、搬送時の揺れを招くカーブ区間や市街地を解消
（カーブ区間現況：５箇所→整備後：０箇所）
（市街地 現況：１箇所→整備後：０箇所）

◎

災害発生時の避難・復旧活
動を支える道路の機能確保

災害時の
道路機能の確保

・土砂災害発生箇所、洪水浸水区間、地吹雪区間の回避。
（土砂災害発生箇所 現況11箇所→０箇所）
（洪水浸水区域 現況0.9km→０m）
（地吹雪 現況３区間→０区間）

◎

・土砂災害発生箇所、洪水浸水区間、地吹雪区間の回避。
（土砂災害発生箇所 現況11箇所→０箇所）
（洪水浸水区域 現況0.9km→０m）
（地吹雪 現況３区間→０区間）

◎

・別線整備と現道の局所改良で、土砂災害発生箇所、洪水浸水区間、地吹雪区間
の解消をするが、交差点では防雪対策出来ない。 （土砂災害発生箇所 現況
11箇所→０箇所）
（洪水浸水区域 現況0.9km→０m）
（地吹雪 現況３区間→１区間）

○

災害時の
代替性の確保

・全線別線整備することで代替路の確保が可能
・洪水浸水等発生時に釧路駐屯地から移動時間が短い
（昆布森市街地：移動時間19分、尾幌市街地：移動時間26分）
・国道44号の土砂災害発生時に釧路駐屯地から昆布森・尾幌市街地への
アクセス可能

◎

・全線別線整備することで代替路の確保が可能
・洪水浸水等発生時に釧路駐屯地から移動時間が長い
（昆布森市街地：移動時間21分、尾幌市街地：移動時間27分）

・国道44号の土砂災害発生時に釧路駐屯地から昆布森市街地へのアクセス
不可

△

・現道を部分的に活用するため、一部代替路が確保できない
・洪水浸水等発生時に釧路駐屯地から移動時間が長い
（昆布森市街地：移動時間19分、移動市街地：移動時間29分）

・国道44号の土砂災害発生時に釧路駐屯地から昆布森・尾幌市街地へのアクセ
ス可能

○

観光促進に向けた観光ルー
トにおける周遊性の向上

釧路空港への
速達性向上

・釧路空港から根室市への移動時間短縮効果が大きい。（根室市→釧路空
港 現況127分→120分 ７分短縮）

◎
・釧路空港から根室市への移動時間短縮効果が比較的大きい。（根室市→
釧路空港 現況127分→121分 ６分短縮）

○
・現道を部分的に活用するため、釧路空港から根室市間の時間短縮効果が他案
に比べて劣る。
（根室市→釧路空港 現況127分→123分 ４分短縮）

△

配
慮
す
べ
き
事
項

地域への影響
家屋等土地利用への

影響
・現道沿いの一部の家屋や農地に影響が生じるが、地形に沿った線形に
することで、影響範囲を小さくすることが可能

○
・現道沿いの一部の家屋や農地に影響が生じるが、地形に沿った線形にする
ことで、影響範囲を小さくすることが可能

○
・現道沿いの一部の家屋や農地に影響が生じるが、一部現道を活用するため、対
策案の中では最も影響が小さい

◎

環境への影響 自然環境への影響 ・現道に近接しており、自然環境への影響を抑制することが可能 ○
・山地部を通過するが、地形に沿った線形とし地形改変面積を抑制すること
が可能

○
・現道に近接し、現道を部分的に活用するため、地形改変面積を抑制することが
可能

◎

工事中の影響
工事中の現道
交通への影響

・現道沿いであるが、別線整備となるため工事中の現道交通への影響は、
比較的小さい

○ ・別線整備となるため工事中の現道交通への影響は、比較的小さい ○ ・現道改良区間では、工事中の現道交通への影響が大きい △

経済性 経済性・
概算事業費

・事業費は対策案の中で中位
○

・案①に比べ延長が長く、事業費は対策案の中で高価
△

・一部現道を改良するため、事業費は対策案の中で安価
◎

約1,100～1,300億円 約1,150～1,350億円 約1,000～1,200億円

４．対策案の検討

北海道横断自動車道（別保～尾幌）における計画段階評価
べ っ ぽ お ぼ ろ

（参考）当該事業の経緯等
地元調整等の状況
・R4.12月：計画段階評価着手（第32回北海道地方小委員会）
・R5. 6月：第１回地域意見聴取
・R5.11月：計画段階評価（第34回北海道地方小委員会）
・R6. 8月：第２回地域意見聴取
・R6.12月：対応方針(案)決定（第37回北海道地方小委員会）

地域の要望等
・R6. 7月：北海道釧路地方総合開発促進期成会・根室地方総

合開発期成会が財務省・国土交通省に調査促進を
要望

・R6.11月：北海道横断自動車道釧路・根室間建設促進期成会
が財務省・国土交通省に調査促進を要望

・R7. 1月：北海道横断自動車道釧路・根室間建設促進期成会
が早期事業化を要望図12 北海道横断自動車道 根室線（別保～尾幌） ルート比較図

13.50m
2.50

別線整備区間

3.50 1.50 3.50 2.50

案③別線・一部現道改良南側ルート

案②別線・北側ルート

案①別線・南側ルート

凡 例

対象区間 市街地

高規格道路（開通済） 酪農農地

高規格道路（事業中）
自然環境配慮範囲
（道自然環境保全地域）

一般国道
自然環境配慮範囲
（希少種 等）

一般都道府県道 津波浸水予測範囲

JR 洪水浸水想定区域

標高100m以上の範囲 地すべり

遺跡

NN

SS

EEWW

E44

釧路別保IC

尾幌糸魚沢道路
（事業中）

E44

対応方針【案①】別線整備ルート案による対策が妥当
・路 線 名：一般国道44号

・区 間：釧路町字別保～厚岸町尾幌
・概略延長：約21ｋｍ
・標準車線数 ：２車線
・設計速度：80km/h
・概ねのルート：図12の【案①】のとおり

くしろちょう べっぽ おぼろあっけしちょう



登別市へ
74件

室蘭市へ
103件

萩野〜
⻁杖浜地区

7.2千人

1件
約1％

74件
約100％

102件
約99％

31件
約18％

158件
約100％

138件
約82％

苫小牧中央IC苫小牧中央IC

苫⼩牧⻄IC苫⼩牧⻄IC

⽩⽼IC⽩⽼IC

登別東IC登別東IC

登別室蘭IC登別室蘭IC

伊
達
伊
達
ICIC

室
蘭
室
蘭

ICIC

当該区間

苫小牧市へ
169件

２．原因分析

①交通容量確保による旅行速度の向上

②観光期の交通混雑緩和による円滑な周遊ルートの確保及びウポポイ誘客促進戦略の支援

③安定した救急搬送ルートの確保による救急医療活動の支援

３．政策目標

一般国道３６号 白老町萩野～竹浦における計画段階評価
し ら お い ち ょ う は ぎ の

①交通容量が不足

20

20

40

60

■通常期(R5.10)
■GW(R6.5.4)

旅行速度

国道
主要道道

交差道路

■救急車(下り)
(R5.1.1～10.31)

旅行速度

隣接4車線区間に比べて
旅行速度が約30km/h低下

40

60

写真３ 観光期の渋滞状況（R6.5）資料：室蘭開発建設部

○当該区間は、２車線区間であり隣接する４車線区間より混雑度が高く、日中の多くの時

間帯で設計交通容量を超過しているため、隣接４車線区間より旅行速度が約30km/h低

下。また、大型連休時には、交通量が約1.6倍となり設計交通容量の２倍以上の時間交

通量となるため、２kmを超える渋滞が発生。（図９～１２、写真３）

至室蘭市

至苫小牧市
最大渋滞長
L=460m

最大渋滞長
L=600m

最大渋滞長
L=2,350m

竹浦

最大渋滞長
L=2,500m

白老IC

11,131
13,193

18,228

5,000

10,000

15,000

竹浦

平日平均（6月） 休日平均（6月） GW

11,400
約1.6倍(台/日)

図１２ 大型連休時の交通量

交通量調査(R3)

※ＧＷ：R6.5.3～4の平均
（北海道開発局調べ）

図９ 渋滞長・混雑度・旅行速度・救急車旅行速度

主要渋滞交差点

交通量観測箇所

写真撮影箇所

市街化区域

２車線

４車線

500

1,000

1,500

2,000

7時 8時 9時 10時11時12時13時14時15時16時17時18時19時

時間交通量（GW）
時間交通量（10月平日）
設計交通容量

（台／時）

図１０ 当該区間の時間帯別交通量 資料：北海道開発局調べ
（交通量：R5.10月平均、R6GW）

日中12時間の多くの時間
帯で時間交通容量を超過

711台/時

図１１ 日中時間帯(昼間12時間)の旅行速度

資料：室蘭開発建設部調べ（R5.10月平日平均）

58.7

30.9

0

40

80

隣接4車区間 当該区間

(km/h) 隣接4車線区間に比べて
旅行速度が約30km/h低下

１．地域の課題

①交通混雑による速度低下

○白老町では、循環器内科、

脳神経外科、整形外科、

産婦人科等の通院や救急搬

送は、町外の病院に依存。

また、町外病院への救急搬

送件数は、近年増加傾向。

(図６～８)

○渋滞に巻き込まれるため、

通院や救急搬送時の速達性

や定時性に課題。（写真３）

しらおいちょう

図７ 当該地域からの救急搬送件数

415
385

416
470

504
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R1 R2 R3 R4 R5

（件）

増加傾向

資料：白老町消防本部資料資料：白老町消防本部資料

図６ 周辺地域の主な診療科目
資料：医療情報ネット資料：医療情報ネット

写真３ 渋滞に巻き込まれ
る救急車輌(R6.11)

②主要観光ルートの周遊性

図２ 当該道路周辺の物流動向（紙関連）
資料：室蘭開発建設部調べ

○当該地域には、白老町の製造出荷額

の約７割を占める紙製品の工場が立地

しており、当該道路は、原材料（木屑・

木材チップ・石炭等）や製造した紙製品

の主要輸送経路として利用。（図１、２）

○当該区間は２車線区間であり、前後の

４車線区間より交通容量が低いことか

ら交通混雑が発生しており、当該道路

を利用する物流業者の半数以上が「渋

滞による到着の遅れ」を感じており、定

時性の確保が課題。 （図３、写真１）。

しらおいちょう

図３ ２車線区間における道路の課題

0%

渋滞による到着遅れ

交通事故による
安全性の低下

路面凍結、急勾配等
によるスリップ

51.8％

71.1％

31.3％

20% 40% 60% 80% 100%N＝83

資料：室蘭開発建設部調べ

資料：白老町消防本部資料資料：白老町消防本部資料
図８ 当該地域からの救急搬送状況（R5）

パルプ･紙･

紙加工品

68.0%

食料品

20.3%

窯業・土石

製品

6.6%

木材･木製品, 2.7% その他, 2.4%

白老町

製造品出荷額等

約656億円

紙製品が
約７割を占める

紙製品が
約７割を占める

図１ 白老町の
製造品出荷額（R1）

資料：工業統計

診療科目 室蘭市 登別市 白老町 苫小牧市

内科 ○ ○ ○ ○

外科 ○ ○ ○ ○

循環器内科 ○ ○ × ○

心臓血管外科 ○ × × ○

脳神経内科 × × × ○

脳神経外科 ○ × × ○

整形外科 ○ ○ × ○

産婦人科 ○ × × ○

○苫小牧市から室蘭市の国道36号

沿線には、ウポポイ（民族共生象

徴空間）や登別温泉等の文化・観

光施設が多数存在。また、各施設

を巡るクルーズ船オプショナルツ

アーも存在しており、観光入込客

数は増加傾向。（図４、５）

とまこまい むろらん

のぼりべつ

○当該区間は２車線であるため、交通容量

が不足しており、旅行速度の低下や渋滞

が発生。特に大型連休時（GW、お盆等）

には、２kmを超える渋滞が発生しており、

定時性の確保が課題。（写真２）

写真１ 渋滞に巻き込まれる
物流車両(R6.11)

資料：室蘭開発建設部調べ

至苫小牧市

至室蘭市

資料：室蘭開発建設部

至苫小牧市

至室蘭市

凡 例

紙製品の原材料・燃料

紙製品

【入荷】

木材チップ

石炭等

【出荷】

紙製品

【入荷】 木屑

でん粉・石灰等

写真撮影箇所

③通院・救急搬送における速達性

資料：室蘭開発建設部調べ
渋滞長[R6.5.4]、旅行速度及び救急車旅行速度[ETC2.0プローブデータ]）

凡 例

：高速道路利用

：国道３６号利用

：写真撮影箇所

救急搬送ルート

：医療施設

（白老町萩野～虎杖浜）

：当該道路を利用し

搬送する主な地区
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1.35
9,202

0.29
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0.42
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10,000
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0
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14,228

0.39
14,228

1.80
14,228

0.37

14,228

0.43

15,075

0.45

平日交通量
（台/12h）
R3交通量調査

平日交通量
（台/12h）
R3交通量調査

ＧＷ交通量
（台/12h）
R6.5.4交通量調査

ＧＷ交通量
（台/12h）
R6.5.4交通量調査

図５ 国道36号（苫小牧～室蘭）沿線の観光動向

資料：室蘭開発建設部

クルーズ船入港
13回(R5)

山本養鱒場

かに御殿

虎杖浜温泉

ウエムラ
ビヨンド

三星本店

トヨタ自動車
北海道（工場）

当該区間
新千歳空港
至札幌市・
新千歳空港

伊達市 登別市

白老町

苫小牧市

登別温泉

室蘭祝津埠頭

道の駅
「みたら室蘭」

宮越屋珈琲

【ウポポイ（民族共生象徴空間）】
・令和６年３月26日に「ウポポイ誘客促
進戦略」を策定し、誘客施策を推進

資料：北海道観光入り込み客数調査(室蘭市、登別市、白老町、苫小牧市)
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図４ 沿線自治体の観光入込客数

コロナ禍
による減増加傾向

凡例凡例

国道36号 その他国道

高規格道路 主要道道

観光施設 写真撮影箇所

日帰りバスツアー（ 立寄地）

クルーズ船オプショナルツアー（ 立寄地）

国道36号 その他国道

高規格道路 主要道道

観光施設 写真撮影箇所

日帰りバスツアー（ 立寄地）

クルーズ船オプショナルツアー（ 立寄地）

(2車)(4車)(2車)(4車)

写真２ 渋滞に巻き込まれる観光
バス(R6.5) 資料：室蘭開発建設部
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至苫小牧市
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４．対策案の検討

対策案の考え方

【案①】４車線化案 【案②】別線一部４車線拡幅案

都市計画に基づき、国道36号を４車線拡幅する案
主要幹線道路である国道36号への影響を最小限とするため、
別線で２車線道路（一部国道36号４車線拡幅）を整備する案

区間延長 約８km 約８km

政
策
目
標

交通容量確保による旅行速度の
向上

交通容量の確保 ・交通容量が確保され、交通混雑の解消が期待できる ○ ・交通容量が確保され、交通混雑の解消が期待できる ○

観光期の交通混雑緩和による円
滑な周遊ルートの確保及びウポ
ポイ誘客促進戦略の支援

交通混雑の解消 ・交通容量が確保され、交通混雑の解消が期待できる ○ ・交通容量が確保され、交通混雑の解消が期待できる ○

速達性の向上 ・旅行速度の向上が期待できる ○ ・旅行速度の向上が期待できる ○

観光産業促進
・交通混雑の解消及び所要時間の短縮により、周遊観光の促進

が期待できる
○

・交通混雑の解消及び所要時間の短縮により、周遊観光の促進
が期待できる

○

安定した救急搬送ルートの確保
による救急医療活動の支援

救急搬送経路の確保
・交通混雑の解消及び所要時間の短縮により、緊急車両の走行

性・速達性が向上し、安定した走行が期待できる
○

・交通混雑の解消及び所要時間の短縮により、緊急車両の走行
性・速達性が向上し、安定した走行が期待できる

○

整
備
に
よ
る

影
響

社会的な影響 地域住民への影響
・都市計画幅内の計画となり、支障物件が少なく地域住民に与

える影響は小さい
○

・別線により市街地部の改変が大きく、支障物件が多く地域住
民に与える影響が大きい

△

工事中の影響 現道交通への影響
・主要な物流及び観光ルートの国道36号全線で現道交通等への

影響がある
△

・主要な物流及び観光ルートの国道36号への影響が案①より小
さい。

○

経済性 概算事業費 約165億円 ○ 約200億円 △

総合評価 ○ △

図１３ 白老西拡幅における対策案

案①４車線化案

案②別線一部4車線拡幅案

凡 例

４車線化案

別線２車線案

【標準横断図】

23.75
2.00 1.75 1.757.00 7.002.25 2.00

【案①②（現道４車線）】

【現況（２車線）】

【案②（別線２車線）】

（参考）当該事業の経緯等

○都市計画決定等の状況

S41 都市計画決定

S57 都市計画変更

○地域の要望等

R 1年 7月 苫小牧地方総合開発期成会が4車線拡幅を国土交通省、財務省に要望

R 2年 7月 苫小牧地方総合開発期成会が4車線拡幅を国土交通省、財務省に要望

R 3年 7月 苫小牧地方総合開発期成会が4車線拡幅を国土交通省、財務省に要望

R 4年 7月 苫小牧地方総合開発期成会が4車線拡幅を国土交通省、財務省に要望

R 4年 8月 室蘭地方総合開発期成会が4車線拡幅を国土交通省に要望

R 5年 7月 室蘭地方総合開発期成会、苫小牧地方総合開発期成会が4車線拡幅を

国土交通省、財務省に要望

R 6年 4月 登別市、白老町が4車線拡幅を国土交通省に要望

R 6年 4月 室蘭地方総合開発期成会、苫小牧地方総合開発期成会が4車線拡幅を

国土交通省に要望

R 6年 7月 室蘭地方総合開発期成会、苫小牧地方総合開発期成会が4車線拡幅を

国土交通省に要望

R 6年10月 白老町が4車線拡幅を国土交通省に要望

R 7年 1月 登別市、白老町が4車線拡幅を国土交通省に要望

対応方針：案①による対策が妥当

・路線名：一般国道36号

・区間：北海道白老郡白老町萩野～北海道白老郡白老町竹浦

・概略延長：L＝８．３km ・車線数：４車線

・設計速度：６０ｋｍ／ｈ ・概ねのルート：図１３の通り

しらおい しらおいちょうはぎの しらおい しらおいちょうたけうら

一般国道３６号 白老町萩野～竹浦における計画段階評価
し ら お い ち ょ う は ぎ の た け う ら


